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染色体パッセンジャー複合体(CPC)は AuroraBキナーゼ、INCENP、Survivin、borealinによって
構成される複合体で染色体分配に必須の役割を果たすが、最近 HP1αが構成因子として加わること
が明らかになった。本年度は CPC の構造機能解析に向けて HP1αとその相互作用相手である
INCENP タンパク質の発現コンストラクトを作成し、結晶化を行った。生化学的解析により HP1
αと INCENPの相互作用を ITCにより測定したところ、µMオーダーの特異的相互作用が観察でき
た。X 線結晶構造解析を遂行するために、HP1αの結晶化を行い結晶を得ることに成功した。しか
し X線を本結晶に照射したが回折点は観測できなかった。クライオ条件の検討や結晶化条件の改善
を試みたが、今の所、回折点を観察するには至っていない。異なる結晶系を得る目的で HP1タンパ
ク質表面のリジン残基メチル化や MBP やリゾチーム融合タンパク質を使った結晶化を試みている
が、現在までに構造解析可能な結晶は得られていない。今後は発現コンストラクト、結晶化条件や

クライオ条件を改善し、回折データ取得を目指す。 
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